
分析支援業務のさらなる高度化

近年，工業材料及び製品の性能が飛躍的
に向上していく中で，材料の構造は微小化・
複雑化していき，より高度な分析支援が求め
られています。そのため，現在当センターが所
有している分析装置だけでは今後充分な分
析支援ができない事例が増加していく可能性
があります。そこで，分析支援業務のさらなる
高度化を目指して，東北大学の最新の固体
NMR装置を利用してセルロースナノファイバー
(CNF)の構造解析を検討しました。

未変性CNF，化学変性CNF及び変性処理剤について，当センターが所有
するFT-IRでは疎水化した化学変性CNFの詳細な構造解析が困難であり，
充分な分析支援ができていませんでした。本事業では，東北大学が所有す
る最新の分析装置である800MHz固体NMR装置を利用することで，化学変
性CNFの生成確認及び構造解析が可能であることを明らかにすることができ
ました。当センターが所有していない分析装置について，東北大学などの外
部機関の最新の分析装置を利用することで分析支援業務をさらに高度化
できる可能性を見出しました。
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